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本日の報告の目的

• 「非認知能力」は様々な学術領域+政策的言説をまたぐテーマであり、

文脈によって、問題設定やモチベーションが異なる。

• 「非認知能力」について考えるとは何について考えることなのかを、い

くつかの対立軸や境界を提示しながら明らかにする。

• 途上国（アフリカ）の労働者の特徴に照らして、既存の「非認知能力」

概念を適用することの可能性と限界について考察する。



本日の内容

1. 「非認知能力」はどこから来た？

2. 「非認知能力」を測定・育成することについて

3. 狭義の「非認知能力」と広義の「非認知能力」

4. 教育言説にみる広義の能力観

5. 途上国の「労働者」の特徴

6. インフォーマルセクター労働者の「非認知能力」とは

7. まとめ



1.「非認知能力」はどこから来た？

• 「非認知能力」「non-cognitive skills」という言葉が最初に用いられた
のは社会学分野（Bowles & Gintis 1976）。現在もこの言葉を直接用い
て活発な研究がなされているのは、主に教育経済学分野（Heckman & 
Rubinstein 2001）

• 個人の経済的成功、労働市場における成功、職業や富の分配において、
従来注目されていた「認知能力」だけでは説明できず、「非認知能力」
が大きい影響力を持っているという想定。

• 「非認知能力」を育成することで、個人の生産性が向上し、ひいては
社会全体の（主に経済的）発展が期待できるという想定。



2.「非認知能力」を測定・育成することについ
て(1)

• 何かを測定し、その結果を教育プログラムなどの実践・政策に役立てる

ためには、①「測定結果が数量として与えられ」、②「望ましい値が合

意されている」ことが条件となる（大谷 2019）。

• ①「測定結果が数量として与えられ」るか？

• 経済学などの実証的研究では、従来心理学分野でパーソナリティや資質の分類の

診断に用いられていたツールを、非認知「能力」を測るスケールとして使用。

• ただし、これらのツールは心理学分野では通常、値がどうなるのが「望ましい」

かという価値判断と結びつけることは少ない。結びつけられたとしても、経済

的・社会的「成功」との関連付けはされない。



2.「非認知能力」を測定・育成することについ
て(2)

• ②「望ましい値が合意されている」か？
• 「望ましいアウトカム」に対する影響力の大きさ。

• 「望ましいアウトカム」とは：経済学的研究では個人の経済的成功（持ち家などの所有物含む）、
労働市場における成功（正規雇用の有無や給料）等。

• 「自己規律性」や「勤勉性」のような、「生産性に寄与することが期待できる」資質（李
2014）



3.狭義の「非認知能力」と広義の「非認知能
力」

• 「望ましいアウトカム」と「非認知能力」をめぐる疑問

1. アウトカムは、生産性や労働市場における成功といった、経済的価値を中心とし、
垂直的序列を前提とする従来型の成功指標で適切なのだろうか？

2. 「非認知能力」は、生産性や合理性、効率に寄与する、近代的価値に基づく内容に
焦点が置かれている。これは適切なのだろうか？

• 上の問いは、途上国の労働者を対象とした場合にも重要となる（後述）。

• 教育学領域や国際機関主導の教育言説における「非 “認知能力”」関連の議論

は、従来の成功指標と能力観の問い直しに至る、より広範な射程に立って展
開されている。



4.広義の「非認知能力」(1)国際的な教育言説

• 1990年代以降、世界中の教育目標に様々な「新しい能力」概念が登場

• OECD(2015)の社会情緒的スキル(socio-emotional skills)、OECD=DeSeCoのキーコンピテン
シー*¹、NRCの21世紀型コンピテンス、21世紀型スキル、CCRのコンピテンシー*²

• これらの能力概念は、認知能力群+非認知能力群の包括的なモデル（山田・近藤 2021 刊行予
定）

• 社会の変化が加速する中で生涯にわたるwell-beingを達成するためのスキル

• 経済合理性・生産性だけでなく、民主的プロセス、連帯と社会的結合、人権や平和、
公正、生態学的持続可能性、複数の社会的価値の対立の調停、現状への批判的スタン
スといった事柄が視野に収められている（松下 2016）

• 特に*1と*2に関しては、諸能力を個人が獲得する構成要素としてではなく、「メタ認

知」や「省察性」を通して状況毎に組み替えられるものとされ、「個人の内的属性と
文脈の要求との相互作用」を射程に含めている（同上）



4.広義の「非認知能力」(2)学習論の変化

• 行動主義→構成主義への変化：
• 知識の価値中立性・客観性を否定

• 【心理的構成主義】個人の主観的・認知プロセスよる能力の発現の変化、【社会的構成主義】文脈に
よる能力や知識の発現の仕方・要求の変化（中村 2007）。

• 越境的学習論
• ある文脈において獲得した技能を「脱文脈化」し、他の文脈の様式を理解した上で、そこに技能を
「再文脈化」させる＝「異なる文脈の間を動き回る能力」（レイヴ&ヴェンガー 1991=1993）

• 越境するアクターに焦点を当てる視点（香川 2011）
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「非認知能力」の議論にみる対立軸

対立軸

分野

アウトカム 「非認知能力」の内容 議論の枠組み 具体的研究例

アウトカムの捉
え方

対象とする範
囲

能力の文脈的
依存度

社会の変化につ
いて加味する度

合い

経済学 狭義、垂直的、
一元的

限定的 脱文脈的 低 Heckman& Rubinstein 
(2001), Bowles & 

Gintis(2001)

教育社会学 狭義、垂直的、
一元的

やや限定的 文脈的 中 本田(2015),Bowles & 
Gintis (1976),刈谷

(1988)

心理学 ------- 広範 脱文脈的 低 李嬋娟(2014),西田・久
保田(河本)・利根川・
遠藤利彦 (2019)

国際機関の教育言説 やや広義、水平
的、多元的

やや広範 脱文脈的
(一部文脈的)

中 OECD(2015), 松下
(2016)

教育学 広義、水平的、
多元的

広範 文脈的 高 香川(2011),佐伯(2014), 
中村(2007)



5.途上国の「労働者」の特徴(1)

• 経済学や社会学の実証的論文では、高い給料、正規の安定した雇用、持ち家の有無、
フォーマルセクターでの雇用といった要素が「望ましいアウトカム」であると前提し
た議論がなされている。

• 途上国の労働力・雇用の大部分をインフォーマルセクターが占める。世界の労働人口
の61％はインフォーマルセクターで働いており、アフリカでは雇用の85.8 ％はイン
フォーマルセクターにおける雇用、そしてインフォーマルセクターの雇用のうち93%
は新興国及び途上国に占められる(ILO 2018)。

• フォーマルセクターとインフォーマルセクターの政策的断絶
• 職業訓練分野の政策がフォーマルセクターに偏っている（Palmer 2009）

• 非認知能力関連の訓練も、フォーマルセクターで生産性を向上させるためのプロジェクト
が中心（カイゼンなど）



5.途上国の「労働者」の特徴(2)

• 複線的・越境的・状況対処的なインフォーマルセクター労働者の実践

• 「脆弱で、フォーマルセクターにありつけなかった不遇の労働者」ではなく、「起業精神を持つ
人々であり、経済発展を刺激し、雇用を生み出す可能性を持つ人々」ととらえる（Sparks & 
Barnet 2010; 小川 2016）

• 様々な職業経験を複線的・多角的に積み、人間関係のネットワークを構築して状況に応じて可能
性を模索する（小川 2016）

• 同じ職業分野内であっても、非線形的に経験を積む

• フォーマルセクターとインフォーマルセクターを行き来する学習者（自動車修理関連分野）の存在（山
田 2017）

• 様々なワークショップに出入りすしてリスク分散する個人事業主（山崎報告）

• 文化的スキル

• リソースとしてのコミュニティにおける伝統的リーダーシップ（報告者のフィールドワークより）

• アフリカのコミュニティにおいて尊敬を集める“教養”の様式（山田 2016）

途上国の労働者の多くは、様々な異なる非認知能力を要求する諸文脈に適応・再適応し
ながら不確実性の高い状況への対処能力を高めている。



6.可視化されつつある非認知能力と潜在的な非
認知能力

伝統的社会関係の中

で要求される能力

近代化の過程で派
生したインフォー
マル経済で要求さ
れる能力

近代セクターにおい
て要求される能力 カイゼン能力、自己規

律能力、勤勉性 等

文化的知識、言語、
習慣、地縁・血縁

ネットワーク（地縁・血縁以外）、
情報収集力、順応性・適応力、



6.途上国の労働者の「非認知能力」をどう捉え
るか

• 彼らにとって、「望ましいアウトカム」とは？
• 既存の「成功」指標とのズレ：必ずしも正規雇用を目指していない、単線的積み上げ
よりも複線的多角化をめざす、経済的合理性を必ずしも追求しない（目標収入）

• 途上国の労働者の実践は、近代的な生産性や成功観からみると非合理的かも
しれないが、ローカルな・主観的な合理性を有している可能性がある。

• 途上国における「非認知能力」について、次の2つの方向性に基づく探究が必
要。
• 特定の文脈ごとの「評価される能力、要求される能力」を明らかにしたり比較したり
するシステムオリエンテッドな研究

• 文脈を越境する個人に着目し、途上国におけるそのありようを描き出すアクターオリ
エンテッドな研究



まとめ

• 「非認知能力」の議論は、多くの学術分野にまたがっている。

• 従来の成功観や能力観の問い直しにも至る議論と関連する一方、実証的なレ
ベルでは、従来型の経済的合理性に基づく成功指標をアウトカムとし、それ
に寄与する資質を数量的に捉えようとする枠組みが殆どである。

• ここでの「アウトカム」と「非認知能力」の捉え方が、インフォーマルセク
ターの労働者が大部分を占める途上国において適当であるかは疑問である。

• 途上国の労働者の日々の実践を支える能力を捉えようとするならば、先進国
を中心に議論される「非認知能力」の前提にある価値観や枠組みを問い直し、
途上国社会の日常の中で行使される非認知能力を可視化していくことも、一
つの研究の方向性としてあり得る。
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